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    ▲昼時、欧米の人達もマナーを守って並んで待っています 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

                                                                               

今
年
の
札
幌
雪
祭
り
は
５
日
（
金
）
か
ら
始

ま
り
６
日
（
土
）
、
７
日
（
日
）
と
晴
天
に
恵

ま
れ
大
勢
の
お
客
様
が
来
場
し
ま
し
た
。 

海
外
の
観
光
客
が
多
く
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
の
３
ヶ
国
語
で
写
真
付
の

も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。
言
葉
が
分
か
ら
な
く

て
も
メ
ニ
ュ
ー
写
真
の
ゆ
び
指
し
と
「o

n
e
?

」 

「tw
o
?

」
と
、
な
れ
な
い
英
語
と
指
で
数
を
聞

き

お

金

を

い

た

だ

き

「

T
h

a
n

k
 

y
o
u

 
 

P
le

a
se

」
と
列
に
誘
導
し
ま
し
た
。
日
本
に
い

る
の
に
日
本
で
は
な
い
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ

し
そ
う
に
な
る
く
ら
い
海
外
の
旅
行
客
は
確

実
に
増
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

ア
ジ
ア
系
の
方
で
何
か
を
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
英
語
も
良
く
分
か
ら

な
い
方
の
よ
う
で
お
互
い
な
か
な
か
分
か
ら

ず
、
や
っ
と
器
が
欲
し
い
ら
し
い
と
わ
か
り
、

小
丼
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、「n

o
!

」
と
小
丼
で
は

な
く
同
じ
ラ
ー
メ
ン
丼
を
２
個
欲
し
が
っ
て

い
た
の
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
苦
笑
い
。
ラ
ー

メ
ン
作
っ
て
出
す
よ
り
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
海
外
の
子
供
用
に
フ
ォ
ー
ク
を
用
意
し
て

い
る
の
で
す
が
、
海
外
の
観
光
客
よ
り
日
本
の

子
供
用
に
持
っ
て
い
く
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ

う  
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▶
11
時
過
ぎ
に
は
雑
談
の
す
る
余
裕
が
な
い
く

ら
い
の
忙
し
さ
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

◀
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
焼
き
そ
ば
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
で
す 

う
に
感
じ
ま
し
た
。 

毎
年
土
、
日
、
祭
日
は
家
族
連
れ
が
多
く
11

時
頃
か
ら
３
時
頃
ま
で
厨
房
内
で
は
周
り
の

人
と
話
が
で
き
な
い
く
ら
い
パ
ニ
ッ
ク
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
は
忙
し
く
て
話
も
で
き
な
い

と
い
う
時
間
が
短
く
感
じ
、
あ
っ
と
い
う
ま
に

終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
な
ん
だ
か
拍

子
抜
け
で
し
た
。
な
ん
と
な
く
だ
ら
だ
ら
売
れ

て
い
る
け
ど
売
り
上
げ
は
あ
ま
り
良
く
な
い

み
た
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
終
日
の
11
日
（
木
）
も
予
想
し
て
い
た
下

限
の
数
量
で
し
た
の
で
期
待
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
売
上
の
集
計
を
し
て
み

て
前
年
ま
で
の
売
上
と
比
較
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
ツ
ド
ー
ム
出
店
５
回
目
で
、
第
２
位
の
売

上
金
額
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
、
朝
早
く
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
き

ま
し
た
和
弘
食
品
、
日
清
製
粉
、
日
本
製
粉
、

横
山
製
粉
、
昭
和
産
業
、
木
田
製
粉
、
江
別
製

粉
、
大
和
産
業
、
相
馬
商
事
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

酵
母
工
業
、
三
桜
ア
サ
ヅ
マ
商
事
、
札
幌
支
部
、

青
年
部
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

▲今日から雪祭り。早くラーメン食べて滑り台へ行こう！ 
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「麦チェン！フェスタ」 
３月２日（水）ホテル札幌ガーデンパレスにて「麦

チェンフェスタ」が開催されました。平成 21年度

から道産小麦の付加価値向上と地産地消を推進す

るため、生産から流通・加工・消費に至る関係者が

一体となって取り組んでいる事業です。 

交流会では道産小麦のうどん（富士松製麺：純雪

うどん）を試食として提供しました。 

北
海
道
新
幹
線 

開
通
記
念
試
乗
会 

 

２
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
） 

新
函
館
北
斗
駅
舎
１
階
コ
ン
コ
ー
ス 

 

北
海
道
新
幹
線
開
業
を
前
に
一
般

向
け
の
試
乗
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

沿
線
住
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
が
集

ま
っ
た
新
函
館
北
斗
駅
舎
１
階
コ
ン

コ
ー
ス
に
て
檜
山
南
部
産
小
麦
で
作

っ
た
し
じ
み
ラ
ー
メ
ン
を
１
食
100
円

で
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
し
た
。
大
好
評
で
ほ

ぼ
完
売
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「第 54回紋別流氷まつり」 

 

2月 11日（木）～14日（日） 

紋別市海洋公園」 

 

 

今
年
は
最
終
日
の
天
候
が
悪
く
、
期
間
も
４
日
間
に

減
り
、
開
催
時
間
も
16
時
ま
で
と
短
縮
に
な
り
、
集
客

数
は
昨
年
よ
り
１
万
５
千
人
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。 

 

会
場
は
昨
年
同
様
道
路
を
挟
む
形
で
二
分
さ
れ
て
お

り
出
店
場
所
も
メ
イ
ン
か
ら
外
れ
た
場
所
で
し
た
が
、

昨
年
の
反
省
を
生
か
し
扉
を
付
け
て
テ
ン
ト
の
中
で
飲

食
が
で
き
る
よ
う
に
改
造
し
た
の
で
売
上
げ
は
昨
年
よ

り
も
約
２
倍
と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。 

 

○上
○左
［
麦
チ
ェ
ン
！
フ
ェ
ス
タ
］
は
今
年
５
回
目
の
開
催 

道産小麦うどんを試食提供 

開
店
前
準
備
完
了 

扉が付いて暖かくなりました 

暖かくて美味しい 
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① 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

埼
玉
で
生
ま
れ
、
北
海
道
の
大
学
に
入
学
し
生

活
し
て
い
く
中
で
、
広
大
な
北
海
道
で
北
海
道
の

産
業
に
係
関
わ
る
仕
事
、
特
に
食
に
関
す
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
い
、
平
成
６
年
に
ホ
ク
レ
ン
に
入

会
し
ま
し
た
。
北
見
支
所
→
麦
類
課
→
東
京
（
２

年
豆
等
の
営
業
）
→
麦
類
課
→
名
古
屋
（
３
年
豆

等
の
営
業
）
→
現
在
の
麦
類
課
と
な
り
ま
す
。
東

京
、
名
古
屋
勤
務
以
外
は
17
年
間
麦
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
の
で
麦
に
対
す
る
思
い
入
れ
も
強
く

あ
り
、
常
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

② 
御
社
の
歴
史
と
Ｐ
Ｒ 

私
自
身
、
平
成
６
年
か
ら
麦
の
生
産
・
流
通
に

直
接
的
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
12
年

の
政
府
麦
か
ら
民
間
流
通
麦
へ
の
制
度
の
大
き

な
変
革
期
か
ら
、
お
客
様
と
の
距
離
が
近
く
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
生
産
者
と
消
費

地
と
の
距
離
を
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

小
麦
は
麺
や
パ
ン
と
い
っ
た
も
の
で
流
通
す

る
加
工
度
合
い
の
高
い
も
の
、
生
産
者
に
と
っ
て

も
ど
の
よ
う
な
形
で
流
通
消
費
す
る
の
か
、
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
ず
ら
い
作
物
の
一

つ
、
消
費
者
に
実
際
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
食

し
て
も
ら
え
る
機
会
を
多
く
作
り
よ
り
宣
伝
効

果
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

お
米
と
並
ぶ
主
要
食
糧
の
小
麦
で
作
ら
れ
た

麺
類
や
パ
ン
類
は
、
ほ
ぼ
輸
入
小
麦
に
頼
っ
て
い 

る
な
か
北
海
道
の
小
麦
も
品
種
改
良
や
加
工
技 

ホクレン農業協同組合連合会   農産部     

 

麦類課 課長  石
いし

井
い

 文人
ふ み と

さん  

術
の
向
上
に
よ
り
、
多
く
の
商
品
が
で
き
て
い
る

こ
と
を
生
産
者
も
知
っ
て
励
み
に
し
て
も
ら
い
、

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

既
存
事
業
を
拡
充
し
、
道
産
小
麦
で
作
ら
れ
た

最
終
商
品
を
増
や
す
こ
と
や
消
費
に
つ
な
が
る

よ
う
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
生
産
者

と
消
費
者
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
へ
の
か
け
は

し
と
な
り
ま
す
。 

道
内
の
全
市
町
村
に
地
元
で
採
れ
た
麦
の
最

終
商
品
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
で
は
あ

り
、
生
産
者
に
と
っ
て
励
み
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
い
れ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
か
に
消
費
者
に

手
に
取
っ
て
ふ
れ
て
も
ら
う
機
会
を
多
く
作
っ

て
い
く
か
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

③ 

最
近
最
も
気
に
な
る
こ
と
は
？ 

 

仕
事
面
で
27
年
度
産
小
麦
は
豊
作
で
豊
富
に

あ
り
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

と
数
か
月
も
す
れ
ば
28
年
度
産
小
麦
の
収
穫
時

期
が
来
ま
す
。
28
年
度
産
が
良
い
作
柄
と
な
る
こ

と
、
66
万
ト
ン
収
穫
さ
れ
た
27
年
度
産
小
麦
を

い
か
に
円
滑
に
流
通
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
も
っ
と
も
気
に
な
る
こ
と
で
す
。 

 
私
的
面
で
は
、
10
歳
の
娘
の
成
長
が
気
に
な
り

ま
す
。 

④
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
？ 

ス
ー
パ
ー
銭
湯
や
温
泉
な
ど
へ
家
族
で
行
き

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
。 

⑤
今
、
一
番
行
っ
て
み
た
い
国
は
？ 

海
外
は
新
婚
旅
行
で
行
っ
た
イ
タ
リ
ア
が
食

も
治
安
も
良
か
っ
た
の
で
、
こ
の
次
は
子
供
を
連 

 

 

《
チ
ョ
ッ
と
ひ
と
り
ご
と
》 

 
 

 

 

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
ホ
ク
レ
ン
麦

類
課
の
皆
様
と
石
井
課
長
様
。
お
忙
し
い
中
雪
祭
り
の
会

場
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
取
材
に
も
快
く
お
引
き
受
け

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

て
れ
て
行
き
た
い
で
す
。 

国
内
は
公
私
共
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
徳
島
、

高
知
、
鹿
児
島
、
宮
崎
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。 

⑥
道
麺
に
対
し
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。 

 

限
り
の
あ
る
事
業
費
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
情
勢

も
変
化
し
て
い
き
、
消
費
者
の
好
み
も
変
化
し
て

い
く
中
で
、
今
ま
で
の
事
業
を
継
続
し
、
今
ま
で

以
上
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
、
今
ま
で
の
事
業

が
全
て
良
し
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
に
あ
わ
せ
た
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
等
で
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
し
て
様
々
な
効
果
的
な
事

業
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

⑦ 

座
右
の
銘
や
信
条 

「
人
を
知
る
」 

今
は
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
な
ど
様
々
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
相
手

を
知
る
こ
と
と
、
相
手
に
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
に
は
直
接
会
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
時
間
や
お
金
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
人
脈
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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 ■新制度のポイント 
①製造所固有記号は原則として、同一製品を二以上の製造所で製造する場合のみに使用できる 

 ●同一製品とは？ 

 同一の規格で同一の包材を使用した製品のことを指します。 

 同一の規格：原材料および添加物の配合、内容量等、包材に表示される内容が同一 

 同一の包材：いわゆるデザイン部分が同一であるとともに、いわゆる表示部分も同一 

              「同一製品」ではない例 

              

  

 

 

 

 

 

 

      

        500ml                  280ml               通常        キャンペーン仕様 

                                                （または季節商品） 

●二以上の製造所とは？ 

 ①自社の二以上の工場で製造している場合／②他社に製造委託して二以上の工場で製造している場合／ 

 ③自社工場と他社に製造委託した工場で製造している場合のように、二以上の製造所がそれぞれ食品の 

衛生状態を最終的に変化させる場所のことを指します 

①                         ②              ③  

 
  加工食品および添加物には「製造所または加工所の所在地および製造者または加工者の氏名または名

称」の表示が従来から義務づけられています。表示面積が限られている等への配慮から、製造所所在地

等を製造所固有記号と呼ばれる記号で代替表示する「製造所固有記号制度」があります。 

 本制度が消費者への情報提供の充実とともに事業者の実行可能性をふまえ見直され、４月１日に食品

表示基準にもとづき新たに施行されます。 

規格違い 
包材違い 

製造者 
表示責任者 販売者 

自社工場 A 

他社工場 B 

自社工場 A 

他社工場 B 

他社工場 A 

自社工場 B 



平成 28 年 3 月 31 日             道  麺 情 報              （5）第 380 号  

 ４月１日から製造所固有記号制度が変わります！ 
 

②消費者からの問い合わせに対する事業者の応答義務として、以下を表示する 

  ●製造所固有記号が表す製造所所在地等※1 の情報提供を求められたときに回答できる者の連絡先 

  ●製造所固有記号が表す製造所所在地等を表示した Web サイトのアドレス 

  ●当該製品の製造を行っているすべての製造所所在地等および製造所固有記号 

  ※1 製造所所在地等：製造所の所在地または製造者の氏名もしくは名称  

 

③製造所固有記号の届出（新規・更新・変更・廃止）はオンラインによる「製造所固有記号制度届出 

データーべース」で手続きする 

 ４月１日から運用開始される同データーベースへの入力方法等は別途マニュアルの作成が予定されています。 

                                    

■表示方法 
 新制度では「+」をつけて製造所固有記号を表示します（業務用食品も同様）。 

（例） 

名 称 いちごジャム 

原 材 料 名 いちご、糖類（砂糖、ぶどう糖）／ゲル化剤・・・・ 

内 容 量 １７０g 

賞 味 期 限 平成２８年８月３１日 

保 存 方 法 直射日光、高温多湿を避けて保存してください 

販 売 者 ○△食品㈱ 

東京都○○区××町１－１－１ 

               

■経過措置期間 
  ４月１日運用開始後、平成３２年３月３１日までは旧基準にもとづいた表示が認められますが、新旧基準に 

もとづく表示の混在は認められません。 

  ただし、以下については新基準にもとづき表示した包材に、旧制度にもとづき取得した製造所固有記号の表示 

が認められます。 

  ●新制度において製造所固有記号を取得できる場合、新制度にもとづく製造所固有記号の届出に関する手続き 

等が完了するまでの間 

  ●新制度において製造所固有記号を取得できない場合、経過措置期間※2 

 

    経過措置期間中（H28.4.1～H32.3.31）             経過措置期間経過後（H32.4.1～） 

   

包材 記号 可否  包材 記号 可否 

新 新 ○  新 新 ○ 

旧 旧 ○  旧 旧 × 

新 旧 ○  新 旧 × 

旧 新 ×  旧 新 × 

 

※2経過措置期間については通知を確認してください 

 

                                                       2016.3 食と健康より 



平成 28年 3月 31日           道 麺 情 報               （6）第 380号                                     

                                                                     

                                         

 

 

 

 

 

      

     

   

                     

 

    

 

 

         

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

札
幌
支
部
会 

 
 

２
月
25
日 

17
時
30
分
～ 

 
 

「
和
食
処 

や
ま
が
た
」 

第
４
回
理
事
会 

 

３
月
17
日 

16
時
～ 

 
 

ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
札
幌 

 

平
成
27
年
度
第
４
回
理
事
会
は
理
事
11
名

の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

審
議
事
項
・
報
告
事
項 

① 

全
麺
連
よ
り 

・
各
地
の
現
状
、
意
見
交
換 

・
全
麺
は
札
幌
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ー
の
後
援
を

つ
け
る 

・
パ
ス
タ
部
会
を
作
る 

② 

平
成
28
年
度
総
会
に
つ
い
て 

・
５
月
27
日
（
金
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

・
13
：
30
理
事
会 

・
15
：
00
総
会 

・
16
：
00
講
演
会
（
落
語
家
＝
笑
生
十
八
番
） 

・
17
：
15
懇
親
会
・ 

③ 

予
算
執
行
に
つ
い
て 

 

・
３
月
決
算
に
つ
い
て
報
告 

④ 

事
業
報
告
に
つ
い
て 

 

 

・
札
幌
（
２
／
５
～
11
雪
祭
り
） 

・
函
館
（
変
更
２
／
13
～
14
新
幹
線
開
通
記

念
試
乗
会
、
３
／
26
～
31
新
幹
線
開
通
イ
ベ

ン
ト
、
新
規
事
業
＝
５
月
お
祭
り
広
場
に
て
、

６
／
26
函
館
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
） 

・
北
見
（
２
／
11
～
14
紋
別
流
氷
ま
つ
り
） 

・
道
麺
（
3
／
２
麦
チ
ェ
ン
交
流
会
） 

⑤ 
そ
の
他 

・
事
務
局
の
体
制
に
つ
い
て 

  

次
回
理
事
会 
５
月
27
日
（
金
） 

 

行
事
予
定 

 

◎
４
月
１
日
（
金
） 

 

・
実
務
者
会
議 

 
 
 

（
三
川
屋
会
館
） 

◎
４
月
21
日
（
木
） 

 

・
道
北
支
部
会 

◎
４
月
16
日
（
土
） 

 

・
北
見
支
部
会 

 
 
 

（
温
根
湯
温
泉
） 

 

◎
５
月
10
日
（
火
）
～
11
日
（
水
） 

 

・
全
麺
連
理
事
会 

◎
５
月
26
日
（
木
） 

 

・
道
麺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 
 
 

（
恵
庭
Ｃ
Ｃ
） 

 

◎
５
月
27
日
（
金
） 

 

・
平
成
28
年
度
通
常
総
会 

 
 
 

（
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
） 

 

札
幌
支
部
会
を
開
催
。
①
28
年
度
総 

会
、
５
月
27
日
（
金
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
、
26
日
（
木
）
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

恵
庭

Ｃ
Ｃ 

②
役
員
改
選
に
伴
う
支
部
長
及
び

理
事
に
つ
い
て
③
27
年
度
事
業
報
告
、
28

年
度
事
業
計
画
④
近
況
報
告
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

支
部
会
終
了
後
、
雪
祭
り
で
お
手
伝
を 

お
願
い
し
た
関
連
企
業
様
と
共
に
ご
苦
労

様
会
を
か
ね
て
懇
親
会
を
開
催
。
混
雑
し

た
日
の
注
文
の
と
り
方
等
で
様
々
な
意
見

が
出
て
次
回
の
参
考
な
り
ま
し
た
。 

札
幌
製
麺
協
同
組
合 

新
年
交
会 

 
 

１
月
12
日 

18
時
～ 

 
 

ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
札
幌 

 

札
幌
製
麺
協
同
組
合
新
年
交
礼
会
に
佐
々

木
理
事
長
と
事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。
札
幌

の
組
合
員
様
、
関
連
企
業
様
あ
わ
せ
て
40
名
ほ

ど
に
な
り
、
抽
選
会
で
は
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
、

焼
酎
、
ビ
ー
ル
等
様
々
な
お
酒
が
並
ん
で
い

て
、
ビ
ン
ゴ
で
順
番
が
き
た
人
は
と
て
も
楽
し

そ
う
に
選
ん
で
い
ま
し
た
。
帰
り
に
は
札
幌
の

皆
さ
ん
の
麺
を
お
土
産
に
い
た
だ
き
大
変
楽

し
い
会
で
し
た
。 

５
月
27
日
総
会
後
の
講
演
会
「
落
語
」

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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